
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は平成72年に25,000人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,591人     
女性   16,260人    
合計   30,851人    
世帯   13,313世帯
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人の動き
 （Ｈ29.9.30現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   11月30日木  口座振替 11 月 27 日月

国民健康保険税（普通徴収）　           　  第 5 期
介護保険料（普通徴収）　　      　   　　 第 5 期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）        第 5 期
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このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎985-4132)に連絡を。

　7月の末に短編集 「弥助の災難」を出版しました。狸がポーンと
時たま池に小石を放り投げるように、文藝同人誌へ不定期に書い
ていた小説の中から8編を収めたものです。そうやって書いている
うちに松前町の歴史に小説のテーマを探すようになりました。
　「水の上の月」は、かつて松前にあった城の石垣や筒井門、乾櫓
を解体して松山に移築する際に起きた悲劇（史実）・矢野地蔵物
語をベースにして書いた小説です。松山市保免の日招八幡神社にあ
る 「お豊石」という石は、お豊という松前のおたたさんがここまで運ん
だといういわれがありますし、移築の際には倒壊した筒井門で圧死し
た人もいました。こういった史実にフィクションを混ぜ、私たちと同様
に健気に生きていた人々や矢野某の家族の物語を書いてみたかった
のです。ぜひ、皆さんも松前町の埋もれた歴史を発見してください。
　また、この本の表紙の写真は、松前の中で皆さんに自慢したい
風景の一つ「西の浜に沈んでいく夕陽」を去年の大晦日に撮影した
ものです。そして、浜辺にたたずみながらじっと夕陽を眺めている
のは、昭和49年に結婚して以来、連れ添っている私の女房です。
　本は、厚顔にもふるさとライブラリーに寄贈させていただきま
した。松前の魅力を知るきっかけとなればうれしいかぎりです。

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私が、短編集「弥助の災難」の内容に沿い、
松前町の魅力を紹介します。

㊤松山城の筒井門　㊧筒井にあ
る矢野地蔵。筒井門の移築の際、
圧死した矢野某を供養するため
地蔵尊が安置されている

武田丈二 さん
＝筒井＝

Takeda Jyogi

和ちゃん、「自分の本気を出せなかった」と麻乃ちゃんは振
り返り、最初に気持ちの面で負けてしまったことを反省して
います。そして、この秋にある学年別の四国大会で雪辱を
誓っています。「ボレーやスマッシュを多く打ち得点を取りた
い」と未和ちゃんが話せば、「相手の嫌がるところに打ってい
きたい」と話す麻乃ちゃん。2人のプレイに目が離せません。

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!

　北伊予小学校6年生の弓達未和ちゃんと池内麻乃ちゃん。ソフ
トテニスでペアを組んでいます。
　麻乃ちゃんは1年生の終わりから、未和ちゃんは5年生の初め
からテニスを始め、6年生になってペアを組みました。テニスを始
めたのが麻乃ちゃんより遅い未和ちゃんは、「少しでも池内さんに
追いつかないと」と感じ、家で素振りや壁打ちなど自主練習を頑
張ったと言います。「最初は連携がうまくいかなかったけれど、ボ
レーやレシーブを決めてくれる」と麻乃ちゃんも未和ちゃんのプレ
イににっこり。2人で練習に励んだ結果、全日本小学生ソフトテニ
ス大会の県予選を勝ち抜き、この夏、四国大会に出場しました。
　四国大会では、「強い相手に負ける気持ちになってしまった」と未

「ソフトテニスで四国大会に出場」
弓達 未和 ちゃん＝出作＝  池内 麻乃 ちゃん＝神崎＝
Yudate  Miwa                    Ikeuchi  Mano

林靖幸さん　里紗さん　幸哉くん　紗名ちゃん   

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

（宗意原）

家 族 の き ず な

◉PROFILE
はやし・やすゆき　理学療法士。趣味は魚を飼うことと燻製作り。
　北九州市出身
はやし・りさ　理学療法士。趣味はお菓子作り。伊予市出身
はやし・ゆきや　ドッジボール、鬼ごっこと読書が好き。小1
はやし・さな　かくれんぼが好き。鉄棒を頑張っている。4歳

　宗意原に住む林さんファミリー。家族思いで笑顔の絶えない
仲良し家族です。
　「家族のために一生懸命で、家の中が明るくなる」と里紗さん
について話す靖幸さん。そんなお母さんについて聞くと、幸哉く
んは「作ってくれる料理は全部好き。この前は栗のパイを作って
くれたよ」、紗名ちゃんも「好き」とにっこり。家族のために一生
懸命なのは、お父さんも同じです。休日には、さまざまな燻製を
作って、家での映画鑑賞を楽しみます。里紗さんも「家や子ども
のことをよくしてくれて頼りになります」とほほ笑みます。
　そんな両親の姿を見ている幸哉くん。「妹とけんかしても自
分から折れたり、食べ物も自分がおいしいと思ったらみんなに
分けてくれたりして優しいです」と里紗さんが話すように、妹、
家族思いのお兄ちゃんです。「芯がしっかりしている」紗名ちゃ
んも、優しいお兄ちゃんと仲良く遊びます。
　4人が楽しみにしていることの一つは、キャンプです。この夏
も大分県に出掛けました。「秋キャンプは行ったことはないから
行きたい」と意気込む靖幸さん。楽しみがまた一つ増えそうです。
　次回は、靖幸さんのお友達、田中隆史さん＝宗意原＝ファミ
リーをご紹介します。
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